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指示施設使用許可申請書

ギ野年岬。
参慨誕椴

郵便番号: "fo-J>coj

‐申謂者罵刎評: 1重職 一判
“膳番ﾖ" 刈③参，氏 名: Jﾉ､符

日中の遡鮒先：
鼻二ら澱

次のとおり、指示施股を使用したいので、北海道漁港管理条例第13条第1項の
規定により関係雪類を添えて申贈します。

漁 と鉢鵬≦、港
ｰ

船 舟 名
）

童 雲 馬ゞ
長さ：‘､‘
推進樋関：

船舟材買：

船舟の稲類： 7°ﾚヅﾙが雲ｲー

・弐参・一・一､j)f紺参を

船舟の長さ、幅員及び喫水、
推進挫関の槻類及び馬力、
船舟の材質並びに船舟の狐類

船舶番号、船舶検査済票の

番号又は漁船登録番号

ムハ､′卿
釣りのだめ

瀞7菫』~評言巽 州
（船舟の便用者と申贈者が異なる場合のみ配入｡）

使用する漁港施股の名称

使 用 の 目 的

使 用 の 期 間

船舟使用者の住所及び氏名

者の住所

っては、

氏名及び

在地

(船舟の所有者と申贈者が異なる場合のみ配入｡）

J八森他子

※①リフレクターの装備噂･無）②損害賠償保険の加入崎。無）
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[別紙槻式－2］
、

船舟使用承諾書

平卿ヲ年>‘月ﾉ7日
"1瀦孝虻栂

船舟所有者住所:可舸'エジ側瞬一参割｡1

氏名: Jﾉ、穿修尋 働：

私が所有している船舟を次のと詞り便用すること巷、承錨しだので胚明します。

肥

住所 北海遊河束郡上士挽可恥l"241番地

氏名
英一一画山

平成弓年沌／日から平繊亨年鞭/“まで
’ ノノーコ／－

便用期 、間

船 舟. 名

船舶番号、船舶検査
済票の番号、又は
漁船登録醤号

君ゴンヶ' -- J3斗36

※船舟所有者が法人にあっては、その名称及び代衷者氏名を肥職すること。里

ー
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ポートトレーラーで船掲潟（斜路）を利用する燭合の車両確涜事項

一一『

鰈
使用する漁港

々州ム耐
争月／日から

諭員〃日まで ’
今

’
車両登録番号メーカー、車穏、色車両の梱類

’二＝｡△凸 邑一

号一 一一一

ミツピ隣レバジェ再

謙へ33払刈？メーカー
■

●

車 闇： う〆Iﾚﾊﾞｰｰ
｜炉。一 ）一切ヲランフル

：華"､I"o"|ツヲ色 ：

、rヨア
ー一F､

蔽引軍

79ルー

一一 一刀 些 △ ■■

q

’
久孝脇脚翰参鼻念

4､鮴脚ろ”察
トレーラー

’
句 一

※・複数の牽引車及び、トレーラーを便用す為可館性が翻る蝿合については、使用す
る可龍性があると思われるすべての車両についてご配入願います。

｡まだ、提出後に車雨の変更、追加等がある塩合については、豊頃町産築課までご
連絡願います。

←
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（2）無線電信等の施設の免除に関する記事（1）検査の時期及びその執行の記録

船舶債麹
◆第1回定期検査平成20年8月6日新造進水年月平成20年8月

◆鯉御製繍潔謬呼え時に臨時検査を受けることを要しない船外
主機
（イ）機関番号980190の船外機
（ロ）連続最大出力86.05kw(il7.OPS)以上で103.00kw(140.OPS)以下（質
量230.0kg以下）
スペア
（イ）機関番号036346ABの船外機

j融蕊蕊学弾牒金醗畿是鮮遷鰡總示されていないも
のにあっては、機構が確認した合絡月）から3年6月を超えない期間において使
用されるものに限る。
◆本船は、沿岸小型船舶の設燗のうち小型船舶用火せん1個の代替物として携帯
電話の備付けを認めた。

ｆ
ｌｆ

検査の時期 検査の種類 記事
検査

及

肺
岬
年月日

務所

平成26年5月5日から

平成26年8月5日まで
畿縄

スペアエンジン換装
灘鐵

7月IOE

ﾖ潮I哩
蝿搬固
爾瓢膣

平成29年5月5日から

平成29年1 1月5日まで
翁畿



小型船舶操縦免許証第O40BG70036432号
Operator
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尭群証交付日平虞28年08月30B
免許登録日平成09年06月13B
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